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	「風的故鄉」と呼ばれる町で
　台湾本島最北端に位置する石門鄉。
美しい海岸線をもつこの町で、年に一度「凧揚げ」の祭りが開かれるという。
暑く長い夏が終わり、秋の風が吹きははじめた日に「風的故鄉」を訪れた。
文・金井千絵（本誌編集部）
写真・金成財
風的故鄉
　台湾には活気ある街なかとは、また違った顔をもつ〝自然〞の良さがある。日頃のけん騒から離れホッとひと息つきたい時、そう遠くない距離に美しい海や山がある。それは台湾のもうひとつの魅力でもある。
　海が見たい。そう思って台北から出掛けるならば、「北海岸」はいちばんにお薦めしたい場所だ。北海岸とは台湾本島の北端一帯をいい、そこを走る北部海濱公路は、片側は迫力のある入り組んだ岬や、遠くに山々が望めるという海沿いのルートだ。途中には海に向かって建てられた色鮮やかな廟や、小さな漁船が停泊する漁港が点在し、台湾の海辺ののどかな風景が続く。
　そんな北海岸の中心に位置するのが石門鄉である。台湾本島の最北端に位置する町で、東北から吹く季節風を強く受けるこの地は、「風的故鄉」という美しい別名をもつ。
　　　　　　　青空に舞う色とりどりの「風箏」
　ここ石門鄉で、年に一度行われる祭典が「石門風箏文化節」だ。国内外の凧揚げ愛好家による珍しい凧のパフォーマンスが行われ、集まった人々が思い思いに凧を揚げて楽しむのだという。「風箏」は日本語の「凧」のこと。南国の長い夏が終わって吹く秋の風は、凧揚げにもっと適しているのだという。秋晴れのこの日。そんな「風箏の祭り」に出掛けてみた。

　遠くまで気持ちよく弧を描く、老梅沙灘が凧揚げの会場だ。貝殻でできた砂浜は白く、素足で歩くとサラサラとした感触が気持ちいい。砂浜はその日か会場で買い求めた凧を揚げる親子連れや恋人たちでにぎわい、青、ピンク、黄色……色とりどりの凧が楽しげに空を舞っている。

　巨大なタコ（蛸）が空中を舞っている。自慢の「創意風箏」（創意凧）を揚げる愛好家たちのものだ。驚くほどの大きさに操る人を目で追いかける。揚げていたのは凧揚げ歴50年以上という陳さんと王さん。聞くと凧の幅は10メートル以上あるのだという。「ちょっと持ってみて」と操る太いロープを任された。想像以上の強い力で凧にグイグイ引っ張られる。全体重をかけ、ぶら下がるように踏ん張った。５分もたたずギブアップしたが、凧に引っ張られる背筋がなかなか気持いい。「凧揚げは健康のため」という陳さんも言葉になるほどと頷いた。

　愛らしい凧、笑いを誘う愉快な凧など、空が凧でいっぱいになる（右上）「海蝕溝」と呼ばれる岩が続く美しい海岸（左上）特技風筝のハフォーマー、広い砂浜で２０人以上が同時に凧を操作する（下）
　台湾の離島、蘭嶼島（ラヌユオ）に生息する「珠光鳳蝶（ジュグァンホアンディエ）」を模した凧。室内でも遊べる小型の凧は、間近に見る美しさを楽しむのだという（上）海藻から作ったゼリー「石花凍」好みでレモン果汁と甘いシロップをいただく、ひんやりとクセのない味（Ｐ１７）
　透明な海水に足に浸しながら引きつづき空を見上げる。会場には途切れる事なく軽快な音楽が流れ心も弾む。音楽に合わせ「風筝の舞」を披露しているのは、「特技風筝」（２本以上の糸で操作するスポーツタイプの凧）のパフォーマーたちだ。数人がチームになり、凧を上下左右、旋回させる。隊列を組んだ凧が、ジェットコースターのように急上昇、急降下する。スピード感に胸がすく思いだ。楊登蓬さんのチームは世界各国の大会に招待される精鋭揃いである。「凧を操作していると心が広々としてくるのがいい。自分の腕で操作している凧が大空を舞うのを見ると、本当に気持ちがいいよ」。
思い出の中の凧

　会場には子どもたちに手作り凧を教えるブースや食べ物を売る露店もある。石門名産のよく冷えた”石花涷“を食べながら歩く。そこで台湾の愛好家の中でも、とりわけ名の知られている「微型風筝」（ミニチュア凧）作りの名人、林宗憲さんを見かけた。林さんが作る凧は「台湾の蝶」。台湾は別名「蝶の王国」。林さんの凧は色や大きさも実物の蝶を忠実に再現している珍しいもので、世界の愛好家たちの注目を集めているという。子どもが大事な宝箱を開けるように、大切にしまわれた凧を見せてくれた。「凧の骨を作るために、子どもの頃竹箒を壊してよく母に叱られました（笑）」。

　夕方になり、会場を後にする頃、小道の両側に飾られたいくつもの凧が風に棚びいていた。その風景が幻想的で何故か懐かしく、いつの頃からか、凧揚げというとすでに自分とは別世界の“思い出の中の遊び”となっていたことに気がついた。

　台湾の海や山の素朴な町は、時おりそんな懐かしい思い出を呼び起こす。

　ここ石門郷もそんな町だ。
	探訪風的故鄉
　　石門鄉，台灣本島最北端的小鎮。

這個鄰近美麗海岸線的的地方，現在正是一年一度的風箏季。
在這夏末秋風初吹的季節，我來到了風的故鄉。
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風的故鄉
　　台灣的城市除了台灣人的熱情活力外，也有完全相反的大自然的一面。當你想遠離每天的喧鬧嘈雜，找個的方好好的放鬆時，就在不遠的地方就能接觸到美麗的山水。這也是台灣的另一個的魅力之處。
　　如果想到海邊的話，從台北出發北海岸是最推薦的地點。北海岸位於台灣本島的北部一帶，橫跨此地的北部海濱公路是一條沿海公路。一邊可以看到廣大的東海海洋，另一邊則能看到風景曲折的壯麗海岬或眺望連綿的遠山。整條公路上，沿途面海搭建的顏色鮮艷的廟宇及停泊著小漁船的漁港等散佈於海岸線上，是台灣悠閒恬靜的海岸景致。
　　而石門鄉就位於這條美麗海岸的中心。因為位處本島的最北端，小鎮直接迎向強烈的東南季風，石門鄉也因而有「風的故鄉」這個美麗的別名。
於青空漫舞的豔麗風箏
　　在此舉辦的一年一度的石門風箏文化節，除了有來自世界各地的風箏好手的精彩風箏特技表演外，所有的人都能來到這裡，各自享受放風箏的樂趣。風箏的日文是「凧（タコ）」。和日本不同的是，在台灣等近赤道的國家，在漫長的夏季結束後，這種秋風吹起的時節正是放風箏最好的時候。我便在這秋高氣爽的日子來參加這個風箏祭了。

　　在廣大地平線畫著優美弧線的老梅沙灘就是這次風箏祭的會場。赤腳踩上由貝殼砂佈滿的雪白沙灘，腳上乾爽的觸感非常舒服。這一天沙灘上有許多的家庭和情侶，都是放著從會場買來的風箏，相當熱鬧。藍色、粉紅、黃色等各種顏色鮮艷的風箏快樂的在空中飛舞著。
　　在會場的天空上飄著個巨大章魚形狀的風箏。似乎是風箏愛好家們所自製的得意作品。我忍不住盯著操作這個巨大風箏的人。風箏的主人是已有五十年經驗以上的陳先生和王先生。一問之下這風箏長寬似乎超過十公尺。兩人問我要不要試試看，便把操作風箏的巨大繩索交給了我。沒想到風箏拉力這麼強，我得用全身的力氣踩住地面，才撐不到五分鐘我就放棄把風箏還給他們了。但全身筋骨被這麼強力拉過後，卻意外的感覺很舒服。這下我才明白為何陳先生會說自己是為了身體健康才放風箏了。
　　天空上飛舞著各種有可愛或逗趣圖案的風箏。（圖右上）
海岸上綿延的特殊形狀的岩石被稱做海蝕溝（圖左上）
寬廣的沙灘上正在表演由二十多人同時操作的特技風箏表演（下圖）
　　製作成棲息於離島蘭嶼的珠光鳳蝶圖案的風箏。像這種在室內也能放的迷你風箏圖案精緻，是專門用來近距離欣賞用的。（上圖）
由海菜製成的果凍「石花凍」，可以依自己喜好淋上檸檬汁或糖漿，味道冰涼又爽口。（十七頁）
雙腳邊浸在透明的海水裡繼續抬頭看著天空。在會場一直撥放著的輕快音樂讓我心情也高昂起來了。隨著音樂登場的節目「風箏之舞」出場的，是特技風箏(注一)的表演者們。他們幾個人組成一隊操作風箏，讓風箏上下左右或迴旋的擺動。排成隊形風箏像雲霄飛車一樣急速上升下降。充滿速度感的表演讓人看了很過癮。楊登彭先生所屬的表演團隊，是常常被邀請至世界各地表演知名的隊伍。楊先生說：「操作風箏的時候整個心胸都會遼闊起來呢。看著自己手上的風箏在藍空飛舞的樣子，真的是件令人開心的事呢。」

回憶中的風箏

會場內還有許多教小孩子自己動手做風箏及一些小吃的攤販。

邊吃著被冰的冰涼的石門名產“石花凍”邊逛小鎮。就在那裏遇到了在台灣的風箏同好界內也非常出名的林宗憲先生。台灣有個別名「蝴蝶王國」，而林先生自製的風箏就是以台灣的蝴蝶為雛形製成的。因為風箏的顏色及大小製作精細到幾乎和真的蝴蝶沒兩樣，聽說在世界各地的風箏界也是很有名的。林先生讓我看了這個就像小孩子把寶物收在藏寶盒一般小心收藏好的風箏。「小時候為了做風箏，常常把家裡的掃把拆來用，而被媽媽罵呢。」林先生笑著說著。

　　到了傍晚正打算回去時，看到裝飾在路兩旁風箏隨風飄舞的樣子。像夢一般的景象不知為何令我有種懷念的感覺。我突然發覺，不知從何時開始，放風箏這件事對我而言已經成了一個我在異國的“回憶”了。

　　在台灣的這些海邊和山上樸實的小村落，有時會喚起一些懷念的回憶。

　　這裡的石門鄉也是如此。

注釋一：使用兩條以上的線操作的競技用風箏


